
米
よねざわ

澤 佑
ゆう や

弥（投手） 背番号10
　多くの人に支えられ応援されて、こ
こまで来ることができました。目標と
していた甲子園で最後に野球ができて
本当に幸せでした。

空
そらち

地 大
たいせい

成（投手） 背番号11
　最終回にマウンドに上がれ、短い時
間でしたが、楽しい時間でした。最高
の仲間と、３年間野球をできたことが
誇りで嬉しく思います。

橋
はしにし

西 大
だいすけ

輔（捕手） 背番号12
　大隅初の夏の甲子園に出場した３年
生 20 人と野球ができたことを嬉しく
思います。今の３年生を超えられるよ
うに頑張ります。

初
はつせ

瀬 侑
ゆうだい

大（内野手） 背番号14
　仲間と裏方をしっかりできたこと
で、成長したと思います。ここまで成
長した自分を両親に見せることができ
て嬉しかったです。

西
にしむら

村 将
しょうたろう

太朗（外野手） 背番号13
　甲子園に行きたいという思いだけで
島から鹿屋中央に進学しました。仲間
との日々を胸に刻み、これから社会の
リーダーとして頑張りたいです。
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　全国高校野球選手権鹿児島大会で優勝し、大隅
初の夏の甲子園の切符を手に入れた鹿屋中央高等
学校が大会３日目の８月13日に甲子園に登場し、
見事初勝利を挙げました。
　続く２回戦で敗れはしましたが、最後まで粘り強
く懸命にプレーした選手たちに、夜通しで駆けつけ
た大応援団や関西中から駆け付けた県人会の皆さ
ん、パブリックビューイングで声をからして応援し
た市民、そして夢を追い続けた鹿屋・大隅の人々
は万雷の拍手と声援を送りました。

　「夢と感動をありがとう」と。

を感動と夢 ありがとう

吐
はきあい

合 駿
しゅんいちろう

一郎（内野手） 背番号６
　大隅初の甲子園を夢にし、本当に３
年最後の夏に来ることが出来て良かっ
たです。きつい練習も、監督・３年生全
員で支え合いチームが強くなれました。

木
きはら

原 智
ともふみ

史（外野手） 背番号９
　初戦の後に、チームのみんなが声を
掛けてくれ、監督が指導してくれた結
果が２回戦に繋がりました。今のチー
ムメイトは最高の仲間でした。

山
やました

下 亮
りょうた

太（外野手） 背番号８
　大隅初の夏の甲子園、甲子園で１勝
と、仲間、監督、たくさんの方々、親
の支えによりここまでこられました。
今までありがとうございました。

川
かわさき

崎 拳
けんしろう

士朗（外野手） 背番号７
　いろいろな人に迷惑を掛けてきました
が、甲子園という夢の舞台で野球をでき
たことが、本当に幸せでした。この仲間
と野球をできたことが一生の財産です。

徳
とくしげ

重 仁
じん

（内野手） 背番号５
　いろいろな人に迷惑を掛けてきまし
たが、チームメイトや親の支えでここ
まで成長できました。この経験をこれ
からの生活に活かしていきたいです。

鹿屋中央高校野球部 鹿屋中央高校野球部 
選手一言選手一言
七
ななしま

島 拓
たく や

哉（投手） 背番号１
　支えてくれたチームメイトがいなけ
れば今の自分はいません。最高の仲間・
指導者に出会えたこと、応援に来て下
さった方々に感謝します。

川
かわうち

内 大
だい ち

地（捕手） 背番号２
　チームメイトともう野球できないこ
とが悔しいです。チームの副キャプテ
ンとして出来なかった事などは、今後
社会のリーダーとして活かしたいです。

神
かんだ

田 耕
こう た

太（内野手） 背番号４
　３年間きついこと・苦しいことがあ
りましたが、仲間と乗り越えたことで
今があります。この仲間と甲子園に来
れて本当に良かったです。

大
おおた

田 豪
ごう

（内野手） 背番号３
　春から公式戦無敗、大隅初の夏の甲
子園獲得、鹿児島の甲子園通算 90 勝
目を手にでき嬉しく思います。甲子園
で最後終われたことを誇りに思います。

廣
ひろもり

森 大
たい き

輝（内野手） 背番号17
　甲子園に出場するという夢を最高の
仲間と叶えることができました。
　まだ、３年生の仲間と生活できるの
で、楽しんでいきたいです。

迫
さこだ

田 悠
ゆうすけ

佑（内野手） 背番号18
　チームでは、毎日が驚くことばかり
で新鮮で楽しい日々でした。まだ１年
あるので、これからはこのチームを超
えることが目標です。

岡
おかどめ

留 汰
たい き

樹（内野手） 背番号15
　この仲間と甲子園で終われて本当に
良かったです。親に励ましてもらえた
ことでここまで来ることできました。後
輩には、自分たちを超えて欲しいです。

村
むらさき

崎 滉
こう き

貴（内野手） 背番号16
　鹿児島市内から鹿屋中央高校に来
て、大隅初の夏の甲子園を実現できて
良かったです。後輩たちも甲子園でプ
レーして欲しいです。

本
ほんだ

田 鈴
すず か

佳（記録員）
　試合前日の夜にメンバーに入れな
かった選手がボールを磨く姿に感動し
ました。甲子園でみんなのプレーを見
ることができて本当に良かったです。
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